
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１１月１８日 

奈良市立都跡こども園 

 

       

にこにこだより 
うさぎぐみ・ひよこぐみ 

 赤や黄色に色づいた葉が舞い落ち、秋の深まりを感じる頃となりました。これから、冬に

向かい、寒くなりますが、体調に気をつけて、元気に来てくださいね。 

 遊んだ後の片付けを、お家の人と一緒にする姿が見られるようになってきました。ご家庭

で年末に、片付けや大掃除をされることと思います。子どもたちができる手伝いを、頼んで

みてください。終わった後は「ありがとう」「がんばったね」の言葉を忘れずに。 

 
                  
 
 

 

うさぎぐみ 

（3歳児） 
  

 
 
 

 

  
ひよこぐみ 
 （2歳児） 

 

①  
12/2(火) 

12/9(火) 

★ 

 

12/16(火) 

 

1/13(火) 

②  
12/4（木) 

◆ 

 

12/11(木) 

★ 

12/18(木) 

 
1/16(金) 

 

③  
12/5(金) 

◆ 
12/12(金) 

★ 
12/19(金) 

 
 
 

ひよこぐみ 
（1歳児）   

1 
11/26(水) 12/10(水) 1/14(水)  

 

 

２ 

12/1(月) 12/15(月) 1/19(月) 

ひよこぐみ 
（0歳児）   

12/3(水) 

 

12/17(水) 1/21(水) 

  

 

１２月の予定 活動時間 
２歳児・３歳児 ９時２０分～１１時２０分 
０歳児・１歳児 ９時２０分～１０時５０分 

 

 
 

① ②③のうち、 

都合のつく１回参

加してください。      

の枠内で１

回の参加です。③
が実施できない週

があります。 

 

１ ２のうち 

都合のつく１回参加 

してください。 

    の枠内で 

１回の参加です。 

 

★都合で日程が変更になることがあります。その際はホームページや園前の掲示板で

お知らせします。 

◆印の日は作品展を

見学します。詳細は裏

面をご覧ください。 

１２月 

★印の日は 

地域の方によ

る読み聞かせ

の日です。 

未就園児 
親子登園 

 

園にお問い合わせください 



 

 

＊今月は、こんな遊びをします。 

○保育室→ままごとやブロック、積み木などをして遊びましょう。 

○園庭→砂場や遊具で遊びましょう。 

○歌を歌ったり、手遊びをしたりしましょう。 

○絵本などを見ましょう。 

○音楽にあわせて、踊ったり、体操したりしましょう。 

 

〈 園内作品展について 〉 

 １２月３日(水)～６日(土)に在園児の園内作品展が

あり、ひよこ組２歳児の作品を展示します。 

ひよこ組２歳児は右記のように、みんなで見学する

時間をもちたいと思います。 

１２月６日(土)の９時３０分から１０時３０分頃ま

で作品展を自由に見学していただけます。徒歩や自転

車、公共交通機関でお越しください。職員室前に受付

がありますので、見学前にお立ち寄りください。会場

の人数が多い時には、入場制限をし、待っていただく

事もありますので、ご了承ください。 

ひよこ組２歳児の作品を園内に

展示します。 

１２月４日(木)・５日(金)のひよこ組

２歳児は通常の活動時間中に見

学を予定しています。リズム室の

在園児の作品も見学します。この

日は遊びの片付けが、いつもより

早くなります。 

お知らせとお願い 
★もうすぐ寒い季節になり、朝起きづらかったり、出かけるのが億劫になったりするかも

しれませんが、好きな遊びの時間を十分に楽しんでほしいと思いますので、登園があま

り遅くならないようにご協力をお願いいたします。 

 

★“にこにこだより１月号”ができましたらホームページに掲載します。1 月の予定やお

知らせなどを載せますので、ご覧いただき、日程をご確認ください。 

 

遊ばせて社会性を育む～子育て広場などで、気をつけたいこと～ 

 ２歳頃になると、自我も芽生え、他の子どもに関心をもつようになり、子どもにとって

他の子どもは「心ひかれる不思議な存在」です。 

 子育て広場では、親は子どもから目を離さずに見守り、子どもが親の方を振り返った時

は、「楽しいね」と笑顔を向け、戻ってきたら抱きしめてあげましょう。「『困った時は助け

てもらえる』と安心できると、子どもは一人で自分の世界を探検できるようになる」とい

うことです。 

 他の子どもの輪に入らず、一人で遊んでいると、大人は心配になってしまいますが、無

理に遊ばせず、他の子どもを見ているだけでも、刺激になって楽しめて、一人で遊ぶ「並

行遊び」も子どもの遊びの過程です。 

 「上手に遊べなかったらどうしよう」と不安に思う親は多いですが、他の親との交流を

楽しみ、親が会話をしていると、子どもは「ここは親も安心できる場所だ」と思って落ち

着けるということです。             (読売新聞のコラムより一部抜粋) 

    ※詳しい内容については保育室に掲示していますので、ぜひご覧ください 

子育てのヒントに

に育てのヒントに 


